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第
三
節 

古
代
の
宗
教 

１ 

仏

教 

原
始
時
代
の
昔
か
ら
、
人
々
は
天
災
を
さ
け
る
た
め
に
、
種
族
保
存
の
た
め
に
、
そ
の
身
の
安
全
の
た
め
に
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
願
い
を
こ
め
て
、
何
も
の
か
に
祈
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
形
と
し
て
残
ら
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
形
と
し
て
残
っ
た

も
の
は
石
で
あ
り
、
山
で
あ
り
、
木
で
あ
り
、
又
祠
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
神
社
で
あ
り
神
像
で
あ
り
、
仏
教
伝
来
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
仏
像
で
あ
り
寺
院
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
、
平
安
時
代
に
於
け
る
社
寺
と
し
て
当
地
に
伝
わ
っ
て
い
る
も

の
は
非
常
に
少
な
い
。 

古
代
の
仏
教
が
国
家
を
護
り
現
世
の
利
益
を
祈
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
方
で
も
金
光
明
経
、
仁
王
経
、
法
華
経
な
ど
が
誦
さ
れ
、

薬
師
、
観
音
な
ど
の
仏
像
を
中
心
に
息
災
延
命
を
祈
願
し
、
法
会
・
祈
禱
に
よ
っ
て
加
護
を
念
じ
た
の
で
あ
る
。
東
北
地
方
の
場

合
は
蝦
夷
経
営
と
結
ん
で
、
怨
敵
降
伏
、
夷
民
教
化
、
辺
要
安
穏
と
い
う
よ
う
な
目
標
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
東
北
地
方
に
、

い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
仏
教
が
伝
わ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
奈
良
時
代
に
な
っ
て
、
主
要
な
城
柵
に
寺
院
の
伴
う
こ
と

が
多
く
多
賀
城
と
多
賀
城
廃
寺
、
秋
田
城
と
四
天
王
寺
な
ど
の
例
が
あ
る
。
六
八
九
年
に
陸
奥
国
優
嗜

う

き

た

曇む

郡
（
置
賜
郡
）
の
城き

養こ
う

の

蝦
夷
、
肪し

利り

古
男

こ

の

お

麻
呂

ま

ろ

と
鉄か

な

折お
り

と
い
う
二
人
の
者
が
僧
侶
に
な
っ
た
こ
と
を
政
府
が
認
め
、
こ
れ
に
仏
像
・
仏
具
な
ど
を
下
賜
し

た
こ
と
が
あ
り 

 
 

、
城
柵
が
蝦
夷
の
教
化
に
重
要
な
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
七
世
紀

終
り
に
は
、
出
羽
の
蝦
夷
も
同
様
に
入
信
し
て
政
府
か
ら
仏
像
・
仏
具
を
受
け
て
い
る
。 

天
台
宗
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
と
き
に
、
東
北
に
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
寺
も
少
な
く
な
い
（
立

石
寺
―
山
形
市
、
瑞
岩
寺
―
宮
城
県
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
―
岩
手
県
、
蚶
満
寺
―
秋
田
県
）
。
こ
の
こ
ろ
寺
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
は
、

如
来
像
で
は
釈
迦
・
薬
師
、
菩
薩
像
で
は
そ
の
脇
侍
と
し
て
普
賢
・
観
音
・
日
光
・
月
光
な
ど
が
主
で
あ
る
。
ま
た
五
大
明
王
・



い

ず

れ

も

福

島

県

 

毘
沙
門
天
な
ど
は
と
く
に
北
方
鎮
護
の
神
と
し
て
尊
信
さ
れ
た
。 

平
安
初
期
の
東
北
に
「
徳
一
」
と
い
う
有
名
な
僧
が
い
る
。
恵
日
寺
・
勝
常
寺 

 
 

 

及
び
諸
仏
像
が
、
徳
一
の
ゆ
か
り
の

あ
る
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

白
鷹
町
大
字
高
玉
に
真
言
宗
円
福
寺
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
観
音
堂
が
建
っ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
こ
の 

観
音
堂
は
、
も
と
同
地
内
山
麓
の
小
字
観
音
堂
に
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
円
福
境
内
に
移
さ
れ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
小
字
観
音
堂
の
近
く
に
は
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
桜
樹
の
あ
る
薬
師
堂
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
観
音

菩
薩
立
像
は
白
鷹
町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
お
り
、
鋳
銅
像
、
像
高
二
九･

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
像
と
台
座
は
別
鋳
で
あ
る
。
県

文
化
財
委
員
佐
藤
東
一
氏
の
所
見
に
よ
れ
ば
本
像
は
置
賜
七
番
の
札
所
観
音
堂
の
本
像
と
し
て
奉
安
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
寺
伝

で
は
坂
上
田
村
麻
呂
の
念
持
仏
と
さ
れ
て
い
る
。
衣
文
線
、
後
頭
部
櫛
目
、
胸
飾
、
天
衣
三
段
等
裾
に
飛
鳥
な
い
し
奈
良
前
期
の

特
徴
と
い
わ
れ
る
曲
折
文
を
見
せ
る
。 

又
、
同
じ
く
県
文
化
財
委
員
武
田
好
吉
氏
は
、『
山
形
県
の
仏 

像
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
と
し
て
、
わ
が
山
形
県
で
こ
の
時
代
の 

古
い
様
式
を
も
つ
仏
像
は
今
の
と
こ
ろ
次
の
四
ヶ
所
に
安
置 

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
由
緒
あ
る
古
い
寺
で
あ
る
。 

金
銅
釈
迦
如
来
立
像 

東
田
川
郡
朝
日
村
大
網
、
大
日
坊 

銅
造
菩
薩
形
立
像 

 

山
形
市
大
字
山
寺
、
立
石
寺 

銅
造
観
音
菩
薩
立
像 

西
置
賜
郡
白
鷹
町
高
玉
円
福
寺 

し
か
し
、
そ
の
寺
々
に
は
、
そ
の
像
を
将
来
し
た
資
料
や 

来
歴
も
わ
か
ら
ず
い
つ
の
時
代
の
作
と
は
っ
き
り
断
定
で 

円

福

寺 

観

音

像 

 

第 １ ３ 図 ： 円 福 寺 観 音 菩 薩 立 像  



き
な
い
。
」 

こ
の
観
音
像
は
手
に
損
傷
が
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、「
天
保 

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
四
月
二
十
七
日
、
某
所
よ
り
出
火
、 

円
福
寺
境
内
の
観
音
堂
残
ら
ず
類
焼
の
事
」
と
い
う
記
事
が
、 

鮎
貝
「
小
島
氏
日
記
」
に
見
え
る
。 

平
泉
文
化
の
面
影
を
と
ど
め
る
も
の
の
一
つ 

白
鷹
町
の
北
部
、
最
上
川
と
実
淵
川
の
合
流
点
か
ら
、
実
淵 

川
を
上
流
に
向
っ
て
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
左
岸
、
深 

山
部
落
の
奥
ま
っ
た
少
し
小
高
い
山
の
中
程
に
、
深
山
観
音 

堂
が
建
っ
て
い
る
。
国
指
定
重
要
文
化
財
で
（
昭
和
二
十
八 

年
指
定
）
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
一
重
、
茅
葺
、
屋
根
は 

宝
形
造
、
平
安
時
代
に
全
国
的
に
建
て
ら
れ
た
阿
弥
陀
堂
形 

式
で
あ
る
。
東
北
地
方
で
は
、
平
泉
の
金
色
堂
や
、
宮
城
県 

の
高
蔵
寺
と
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
堂
も
元
来
は 

阿
弥
陀
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
本
尊
と
し
て
現
在 

の
千
手
観
音
（
焼
損
し
て
い
る
）
を
安
置
し
て
か
ら
観
音
堂 

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
の
大
き 

さ
に
比
し
て
太
い
円
柱
、
高
さ
の
低
い
横
架
材
、
柱
上
舟
肘 

木
の
曲
線
等
は
、
阿
弥
陀
堂
建
築
の
盛
ん
で
あ
っ
た
平
安
時

代
の
基
本
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
建
立
年
代
も
平
安
時
代
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
解
体
調
査
の
結
果
、
中
世
以

第 １ ４ 図 ： 深 山 観 音 堂  



降
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
る
点
を
あ
げ
る
と
、 

⑴ 

平
安
風
な
諸
点 

四
天
柱
の
位
置
が
側
柱
の
柱
筋
と
一
致
し
て
い
て
四
本
と
も
完
備
し
て
お
り
、
周
囲
一
間
通
り
を
化
粧
屋
根
裏
と
し
て
い

る
。 

 

柱
の
径
が
約
一
尺
三
～
四
寸
（
大
凡
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
り
、
建
物
の
規
模
に
比
し
て
極
め
て
太
い
。 

 

丸
桁
及
び
舟
肘
木
の
断
面
が
矩
形
で
し
か
も
巾
よ
り
せ
い
の
方
が
低
く
、
丸
桁
の
上
端
に
は
棰
当
り
の
た
め
の
「
小
返
り
勾

配
」
を
と
っ
て
い
な
い
。 

 

舟
肘
木
は
、
内
部
の
虹
梁
を
除
け
ば
唯
一
の
曲
線
材
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
の
型
を
見
せ
て
い
る
。 

⑵
中
世
以
降
の
建
立
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点 

 

四
天
柱
を
梁
行
（
前
後
）
方
向
に
つ
な
ぐ
二
本
の
虹
梁
に
は
絵
様
が
あ
り
、
ま
た
側
柱
（
外
廻
り
の
柱
）
に
は
飛
貫
お
よ
び

足
固
貫
を
さ
し
通
し
て
あ
る
。
四
天
柱
の
虹
梁
に
は
側
面
に
曲
線
型
の
袖
切
と
渦
巻
き
が
刻
ま
れ
、
下
端
に
は
鍚
杖
彫
が
あ

っ
て
完
全
に
唐
様
（
禅
宗
様
）
で
あ
る
。
又
、
軸
部
を
飛
貫
や
足
固
貫
緊
結
す
る
構
法
は
唐
様
等
新
様
式
の
影
響
に
よ
っ
て

中
世
以
降
（
鎌
倉
中
期
以
降
）
盛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

円
柱
の
床
下
部
分
が
八
角
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
上
代
建
築
の
円
柱
は
、
床
下
部
分
も
床
上
と
同
様
に
円
柱
に
仕
上
げ
て
い

る
。 

 

背
面
お
よ
び
両
側
面
の
各
中
央
間
に
は
、
間
柱
を
建
て
て
壁
板
を
納
め
て
い
る
。
間
柱
は
巾
六
寸
厚
さ
三
寸
の
貫
様
断
面
の

も
の
で
、
飛
貫
や
足
固
貫
と
似
て
い
る
。
こ
の
間
柱
が
、
後
補
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
な
い
。 

 

背
面
堂
内
部
分
に
残
る
当
初
の
隅
木
の
造
り
は
、
配
付
棰
の
仕
口
が
中
世
以
降
風
の
下
半
枘ほ

ぞ

で
裏
板
の
板
溝
も
彫
っ
て
あ
る
。 

 

東
北
地
方
の
場
合
、
同
時
代
の
様
式
で
も
、
中
央
と
の
間
に
差
を
生
じ
、
予
想
外
に
古
い
形
式
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
、
又
気
候
風
土
の
関
係
で
木
割
が
太
い
。
し
た
が
っ
て
虹
梁
や
飛
貫
、
足
固
貫
が
当
初
材
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
中
世
以



降
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
後
世
に
補
入
さ
れ
た
と
す
れ
ば
平
安
の
建
築
と
し
て
も
よ
い
。
側
通
り
の
丸
桁
と
四
天
柱

上
の
棰
掛
の
上
端
の
棰
ど
め
釘
穴
の
調
査
に
よ
っ
て
、
建
立
以
来
文
化
年
間
ま
で
解
体
さ
れ
た
跡
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、

飛
貫
、
足
固
貫
、
虹
梁
な
ど
は
当
初
材
と
見
ら
れ
る
の
で
、
「
中
世
以
降
の
建
立
」
と
確
定
し
た
。 

以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
様
式
（
平
安
風
）
は
残
っ
て
い
る
が
、
絵
様
の
様
式
か
ら
室
町
時
代
の
建
立
と
推
定
さ
れ
た
（
『
重

要
文
化
財
観
音
寺
観
音
堂
修
理
工
事
報
告
書
』
）
。 

観
音
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
千
手
観
音
像
は
焼
損
に
よ
っ
て
膝
下
を
失
っ
て
い
る
が
、
一
木
形
式
の
丈
余
の
巨
像
で
平
安

時
代
の
造
作
で
あ
る
（
前
掲
書
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
山
形
県
の
仏
像
』
（
武
田
好
吉
）
で
も
平
安
時
代
の
も
の
と
し
て
い
る
。 

観
音
堂
の
建
立
者
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
断
定
で
き
る
史
料
は
な
い
。 

本
尊
は
正
観
音
で
焼
損
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
東
根
村
郷
土
史
』
に 

よ
る
と
、
伝
承
で
あ
る
が
行
基
の
作
と
し
、
堂
は
大
同
年
中
飛 

弾
匠
の
造
作
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
山
形
県
の
仏
像
』
（
武
田
好
吉
）
で
は
、
こ
の
仏
像
を

平
安
時
代
後
期
の
造
顕
と
見
て
い
る
。
現
在
の 

堂
は
、
明
治
三
十
九
年
焼
失
後
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

古
四
王
神
社 

 

越
王
・
腰
王
・
腰
尾
・
古
志
王
・
巨
四
王
・
小
四
王
・
皇
子
王
・
高
志
王
な
ど
と
様
々
に
書

く
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
神
を
祀
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
主
神
な
ら
び
に
由
来
に
つ
い
て

は
諸
説
が
あ
り
、
越
族
の
王
を
祀
る
と
す
る
も
の
、
越
国
の
伸
張
を
由
来
と
す
る
も
の
、
秋

田
市
古
四
王
神
社
の
よ
う
に
、
阿
倍
氏
の
祖
大
毘

お

お

ひ

古こ
の

命
み
こ
と

が
武た

け

甕み
か

槌
づ
ち
の

命
み
こ
と

を
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま

る
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
東
北
地
方
の
人
が
蝦
夷
と
称
さ
れ
、
中 

杉

沢 
観

音

堂 
 

 

第 １ 5 図 ： 杉 沢 観 音 堂  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

央
権
力
が
浸
透
し
始
め
た
頃
、
或
い
は
そ
れ
以
前
に
由
来
す
る 

も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
ま
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
新
潟
、
山
形
、
福
島
、
宮
城
、 

秋
田
の
各
県
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
東
北
地
方
特
有
の
神
社
で
あ

る
。
山 

形
県
で
は
、
海
岸
線
を
北
進
し
た
形
の
も
の
と
内
陸
に

入
っ
た
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。
古
四
王
神
社
の
特
徴
は
、
い
ず
れ

も
北
面
し
て
建
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
町
に
は
他
地
区
と
比

べ
て
そ
の
数
が
多
く
、
四
カ
所
知
ら
れ
て
い
る
。
大
字
高
玉
権
現

堂
に
あ
る
の
は
、
越
王
．
．
と
書
か
れ
て
お
り
か
つ
て
は
盗
人
神
と
呼

ば
れ
、
木
造
で
東
面
し
て
い
る
（
元
は
木
造
で
あ
っ
た
と
い
う
）
。

荒
砥
深
山
丘
の
南
方
畑
の
中
に
（
旧
道
の
傍
）
あ
る
の
は
、
腰．
神 

社
と
書
か
れ
た
棟
札
が
あ
り
木
造
で
東
面
し
て
い
る
。
十
王
に
あ
る
も
の
は
石
堂
で
元
の
位
置
か
ら
移
さ
れ
て
建
ち
、
古
く
は
「
こ

し
ょ
う
」
の
地
名
の
と
こ
ろ
に
在
っ
た
と
い
う
。
も
う
一
カ
所
、
大
字
横
田
尻
中
町
西
に
、
寛
政
十
二
年
の
水
帳
に
よ
る
と
「
こ

し
ょ
う
原
」
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
も
古
四
王
神
社
に
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

町
内
の
社
寺
で
創
建
年
代
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
創
建
を
平
安
時
代
ま
で
に
語
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。 

八
乙
女
八
幡
神
社
（
伝
承
、
『
荒
砥
町
誌
』
） 

鮎
貝
八
幡
神
社
（
鮎
貝
八
幡
宮
縁
起
） 

滝
本
稲
荷
神
社
（
口
伝
、
『
荒
砥
町
誌
』
） 

菖

蒲

薬

師

堂
（
伝
承
） 

山
口
羽
黒
神
社
（
羽
黒
神
社
縁
起
書
） 

第 １ 6 図 ： 古 四 王 神 社 位 置  



薀

安

堂
（
伝
承
） 

白
鷹
山
虚
空
蔵
尊
（
縁
起
、
「
米
沢
事
跡
考
」
） 

称

名

寺
（
寺
伝
、
「
米
沢
事
跡
考
」
） 

長

福

寺
（
元
禄
六
年
堂
宮
書
上
帳
） 

横

越

大

日

堂
（
元
禄
六
年
堂
宮
書
上
帳
） 

向

福

寺
（
寺
伝
、
廃
寺
） 

金 
 

蔵 
 

院
（
寺
伝
） 

 

古
代
に
お
け
る
神
社
、
寺
、
仏
像
は
、
中
央
権
力
の
拡
大
（
東
北
地
方
へ
の
北
進
）
に
伴
っ
て
由
来
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
神

の
名
の
つ
く
古
四
王
神
社
、
仏
像
で
は
飯
豊
町
中
村
観
音
・
円
福
寺
観
音
・
深
山
観
音
・
杉
沢
観
音
、
八
幡
太
郎
義
家
に
関
す

る
伝
説
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
つ
い
て
の
伝
説
、
或
い
は
藤
原
薀
安
に
関
す
る
も
の
等
す
べ
て
が
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
象
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
中
村
、
高
玉
、
深
山
は
い
ず
れ
も
最
上
川
左
岸
の
山
麓
道
沿

い
で
あ
る
こ
と
、
杉
沢
は
宮
内
・
伊
佐
沢
方
面
か
ら
高
畠
方
面
に
通
ず
る
最
上
川
右
岸
の
旧
本
道
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
何

か
し
ら
古
代
仏
教
の
布
教
（
政
権
拡
大
）
と
の
関
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。 

第 １ 7 図 ： 高 岡 小 四 王 神 社  


